
科目 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 現職教育研修費（教育指導費） 

決 算  額 

（前年度比）
財 源    内 訳 

1,194,824 円 
（＋40,020 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,194,824 円 

市民一人当たり 

の決算額 

17 円  

（一般財源等ベース 17 円） 
単位決算額 

3,599 円  

（対象者 332 人） 

学

校

教

育

課

１ 事業目的 

教育の正しい在り方に対する研究調査及び教職員に現職教育を施し、本市教育

の振興を図る。 

２ 事業内容 

それぞれの小・中学校で、重点目標及び研修内容等計画に沿って実施する研修

事業に対し、服務監督者である教育委員会が経費（１人当たり３，６００円）を

負担した。 

⑴ 重点目標

教職員の資質を向上し、職務を適正かつ能率的に遂行する能力を養う。

⑵ 教職員数及び事業費

区 分 教職員 事業費 

西枇杷島小学校 28 人 100,800 円 

古城小学校 23 人 82,800 円 

清洲小学校 45 人 161,815 円 

清洲東小学校 26 人 93,559 円 

新川小学校 23 人 82,800 円 

星の宮小学校 21 人 75,600 円 

桃栄小学校 21 人 75,600 円 

春日小学校 28 人 100,800 円 

西枇杷島中学校 28 人 100,757 円 

清洲中学校 34 人 122,400 円 

新川中学校 34 人 122,312 円 

春日中学校 21 人 75,581 円 

合 計 332 人 1,194,824 円 

⑶ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
現職教育研修費 1,194,824 円 

３ 事業成果 

現職教育研修事業の運営の適正化及び円滑化を図ったことにより、教職員が知

識及び技能を取得し、思考、判断その他人格的要素を研さんし、職務を適正かつ

能率的に遂行する能力を養うことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 特色ある学校づくり費（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

729,166 円 
（△54,129 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

130,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 599,166 円 

市民一人当たり 

の決算額 

11 円  

（一般財源等ベース 9 円） 
単位決算額 

127 円  

（対象者 5,734 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
児童、生徒が地域に貢献し役立つ活動を体験・実践することを通して、次世代

を担うことができるようにする。 
 
２ 事業内容 

小学校では、地域住民、地域ボランティア及び企業からの講師の派遣により、
草花や野菜の栽培及び小動物の飼育を実施した。また、中学校では、ボランティ
ア活動や地域の企業などの理解を得て職場体験学習を実施するところ、新型コロ
ナウイスル感染症のため中止した。 
⑴ 実施内容 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島小学校 心豊かな人間性の育成 50,000 円 

古城小学校 情操教育の充実 49,786 円 

清洲小学校 
豊かな体験・探究活動による生きる力の

育成 
49,776 円 

清洲東小学校 心に響く道徳教育の推進 50,000 円 

新川小学校 
小動物の飼育を通して、動物を慈しみ、

命を大切にする気持ちをもたせる 
49,932 円 

星の宮小学校 地域との交流による体験活動の充実 50,000 円 

桃栄小学校 主体的に実践する態度の基礎を築く 50,000 円 

春日小学校 
動植物の育成を通して、命を大切にする

心を育む 
49,962 円 

西枇杷島中学校 
生き抜く力の育成を図る 49,710 円 

キャリアスクールプロジェクト（※） 30,000 円 

清洲中学校 
文化的活動による地域の活性化を図る 50,000 円 

キャリアスクールプロジェクト（※） 35,000 円 

新川中学校 

豊かな心を育む活動（新中チョボラ活

動） 
50,000 円 

キャリアスクールプロジェクト（※） 35,000 円 

春日中学校 
自らを律し、思いやりの心を育む 50,000 円 

キャリアスクールプロジェクト（※） 30,000 円 

※ キャリアスクールプロジェクトの内容は、中学校＝講師による講座 

⑵ 主な支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 花苗・飼料及び書籍代など 592,766 円 

役務費 講師派遣及び腸内細菌検査など 90,000 円 
 
３ 事業成果 

多彩な地域の人材活用や資源を教育に取り入れることにより、学校、家庭及び地

域との連携強化を図るとともに、心豊かな人間性や社会性を培うことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 外国語教育充実費（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,865,961 円 

（ 皆 増 ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 3,865,961 円 

市民一人当たり 

の決算額 

56 円  

（一般財源等ベース 56 円） 
単位決算額 

1,473 円  

（対象者 2,624 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

小学校５・６年生において外国語が教科化されたことから、授業の展開に必要

となる教材等を準備し、外国語教育の小学校から中学校への円滑な接続を図る。 

 

２ 事業内容 

  外国語教育の指導書や授業の展開に必要となる教材を購入した。 

 ⑴ 児童数及び各小学校の事業費 

区 分 児童数(３～６年生) 事業費 

西枇杷島小学校 340 人 438,372 円 

古城小学校 282 人 398,354 円 

清洲小学校 680 人 456,764 円 

清洲東小学校 280 人 407,264 円 

新川小学校 320 人 522,214 円 

星の宮小学校 226 人 665,764 円 

桃栄小学校 179 人 437,173 円 

春日小学校 317 人 540,056 円 

合 計 2,624 人 3,865,961 円 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 教師用指導書及び指導用図書など 3,865,961 円 

 

３ 事業成果 

  小学校における外国語教育では、３・４年生から聞くこと・話すことを中心と

した外国語活動を通じて、外国語に慣れ親しみ、外国語学習への動機付けを高め

た上で、５・６年生から発達の段階に応じて段階的に文字を読むこと・書くこと

を加えて総合的・系統的に扱う教科学習を行うことにより、中学校への円滑な外

国語教育の接続を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 学校教育振興補助金（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

4,710,598 円 
（△347 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 4,710,598 円 

市民一人当たり 

の決算額 

68 円  

（一般財源等ベース 68 円） 
単位決算額 

822 円  

（対象者 5,734 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

市立小中学校児童生徒の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上を図る。 

 

２ 事業内容 

生徒健全育成、進路対策及び部活動で必要な教材や部活動用品を整備し、効果

的な学校活動等を提供した。 

⑴ 実施内容 

区 分 対象者 事業費 計 

生徒健全育成推
進事業 

西枇杷島中学校 399,701 円 

1,599,244 円 
清洲中学校 400,000 円 

新川中学校 399,765 円 

春日中学校 399,778 円 

生徒進路指導対
策事業 

西枇杷島中学校 299,904 円 

1,199,760 円 
清洲中学校 300,000 円 

新川中学校 299,869 円 

春日中学校 299,987 円 

部活動事業 

西枇杷島小学校 50,000 円 

1,911,594 円 

古城小学校 49,993 円 

清洲小学校 49,903 円 

清洲東小学校 49,909 円 

新川小学校 50,000 円 

星の宮小学校 50,000 円 

桃栄小学校 50,000 円 

春日小学校 50,000 円 

西枇杷島中学校 412,375 円 

清洲中学校 440,000 円 

新川中学校 411,978 円 

春日中学校 247,436 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及
び交付金 

生徒健全育成推進事業、生徒進路指
導対策事業及び部活動事業 

4,710,598 円 

 

３ 事業成果 

児童生徒の健全育成、進路指導対策及び部活道事業などを充実することによ

り、学校教育の振興を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 放課後子ども教室費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,527,084 円 
（△21,168,927 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 462,580 円 2,064,504 円 

市民一人当たり 

の決算額 

36 円  

（一般財源等ベース 30 円） 
単位決算額 

2,435 円  

（対象者 1,038 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

少子化や核家族化の進行、就労形態の多様化及び家庭や地域の子育て機能、教

育力の低下など、子どもを取り巻く環境の変化を踏まえ、放課後などに子どもが

安心して活動できる場の確保を図るとともに、次世代を担う児童の健全育成を支

援する。 

 

２ 事業内容 

小学校の余裕教室、体育館を活用し、小学生１年生から３年生までの児童の学

習、スポーツ、文化活動などを行う場所及び機会を提供した。 

⑴ 実施日等の状況 

区 分 内 容 

実施日 学校給食のある月曜日から金曜日まで 

実施時間 授業終了後から午後５時まで 

利用料 ５００円／年（保険料相当分） 

登録者（令和３

年３月末現在）・

実施日数 

西枇杷島放課後子ども教室 138 人・180 日 

古城放課後子ども教室 117 人・180 日 

清洲放課後子ども教室 272 人・181 日 

清洲東放課後子ども教室 102 人・180 日 

新川放課後子ども教室 127 人・180 日 

星の宮放課後子ども教室 64 人・180 日 

桃栄放課後子ども教室 67 人・180 日 

春日放課後子ども教室 151 人・180 日 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
放課後子ども教室運営委員会委員謝

金など 
62,800 円 

需用費 消耗品及び修繕費 1,109,884 円 

役務費 保険料及び電話使用料など 751,292 円 

備品購入費 テーブルなど 603,108 円 

 

３ 事業成果 

小学校の施設を活用して、小学校１年生から３年生までの児童に放課後の安全

で安心な居場所を提供することにより、次世代を担う児童の健全育成を支援する

ことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 愛知朝鮮学園教育補助金（教育関係団体等補助金） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

60,000 円 
（△20,000 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 60,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

1 円  

（一般財源等ベース 1 円） 
単位決算額 

10,000 円  

（対象者 6 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

学校法人愛知朝鮮学園に対し、幼児、児童及び生徒の民族教育を受ける権利の

保障を図るため、学園の運営に係る補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市愛知朝鮮学園教育補助金交付要綱の規定に基づき、学校法人愛知朝鮮学

園の申請により、学園に通園する市内在住の幼児、児童及び生徒を対象に学園に

対して、補助金を交付した。 

 ⑴ 補助額 

   １０，０００円／人 

 ⑵ 対象者 

区 分 対象者 

名古屋朝鮮初級学校 2 人 

愛知朝鮮中高級学校 4 人 

合 計 6 人 

 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
愛知朝鮮学園教育補助金 60,000 円 

 

３ 事業成果 

市内在住の幼児、児童及び生徒の民族教育を受ける権利を保障し、民族教育の

向上に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 施設等利用費（私立学校等振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

173,592,887 円 
（＋102,681,396 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

140,129,150 円 0 円 0 円 0 円 0 円 33,463,737 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2,507 円  

（一般財源等ベース 483 円） 
単位決算額 

296,740 円  

（対象者 585 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  清須市の幼児が就園している新制度未移行の私立幼稚園に対し、幼稚園の入園

料及び授業料等を支払うことで幼児教育の振興を図る。 

 

２ 事業内容 

⑴ 私立幼稚園 

清須市子ども・子育て支援法施行規則の規定等により、清須市から私立幼稚

園の設置者に対し、入園料、授業料及び副食材料費を支給した。 

   幼稚園入園料及び授業料は、上限月額２５，７００円として支給した。ま

た、副食材料費は、上限月額４,５００円として支給した。 

なお、副食材料費の対象者は、年収３６０万円未満相当世帯の全ての子ど

も、年収４７０万円未満相当世帯の第２子及び所得制限に関わらず第３子以降

の子ども（第１子は小学校３年生までが算定基準）に限定した。 

 ⑵ 対象人数 

施設等利用費 副食材料費 

585 人 （※）71 人 

   ※ 副食材料費の対象者は、施設等利用費の対象者の内数 

 ⑶ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 
施設等利用費 170,988,380 円 

副食材料費 2,562,507 円 

合 計 173,550,887 円 

 

３ 事業成果 

  授業料などを支給することにより、私立幼稚園に就園する幼児の保護者の経済的負

担の軽減を図るとともに、幼稚園教育の振興に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 私立高等学校授業料等補助金（私立学校等振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,045,778 円 
（＋41,778 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 5,045,778 円 

市民一人当たり 

の決算額 

73 円  

（一般財源等ベース 73 円） 
単位決算額 

17,957 円  

（対象者 281 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  私立高等学校などに在籍する生徒の保護者に対して授業料などの補助を行うこ

とにより、公私立高等学校間における保護者負担の格差是正を図り、もって教育

の機会均等などの原則を確保し、併せて私立学校教育の振興に寄与する。 

 

２ 事業内容 

  保護者の申請により、補助金を交付した。 

 ⑴ 補助額及び対象者 

  ア 所得制限 

    市民税課税総所得が４１０万円以下の世帯 

  イ 補助額 

年額１８，０００円／人 

  ウ 対象者 

１年生 ２年生 ３年生 計 

96 人 97 人 88 人 281 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
私立高等学校授業料補助金 5,045,778 円 

 

３ 事業成果 

  私立高等学校などに在籍する生徒の保護者に対して授業料などの補助を行うこ

とにより、公私立高等学校間における保護者負担の格差是正を図ることができ

た。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 家庭学習応援費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

76,056,000 円 

（ 皆 増 ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

75,000,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,056,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

1,098 円  

（一般財源等ベース 15 円） 
単位決算額 

10,038 円  

（対象者 7,577 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定による緊急事態宣言に基づく学校

の臨時休業措置に伴い、在宅における学習を余儀なくされた小学校、中学校、高

等学校等に在学している者に対し、家庭学習応援金を支給することにより、保護

者の経済的な負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

 ⑴ 家庭学習応援事務費 

   家庭学習応援金を迅速かつ適切に支給するため、対象者へ案内文書等を配付

し、申請を促した。また、重複支給とならないよう管理台帳を作成し、支給者

の管理を行った。 

  ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
消耗品費 54,993 円 

印刷製本費 33,000 円 

役務費 通信運搬費 198,007 円 

 ⑵ 家庭学習応援金支給費 

ア 支給対象者 

   ㋐ 平成１４年４月２日から平成２６年４月１日までに生まれた者 

   ㋑ 学校教育法第１条に規定する学校（幼稚園及び大学を除く。）、同法第１

２４条に規定する専修学校（高等課程に係るものに限る。）又は同法第１

３４条第１項に規定する各種学校に在学しているもの 

   ㋒ 令和２年５月２２日において、清須市住民基本台帳に記録されている者 

   ㋓ 令和２年５月２２日において、清須市住民基本台帳に記録されていない

者のうち、配偶者等からの暴力を受けた者の子であって、清須市内に居住

している者 

イ 支給額 

    １０，０００円／人 

ウ 対象者人数 

区 分 対象者 

清須市立小学校・中学校 5,724 人 

私立小学校・中学校、特別支援学校（小学部・

中学部） 
142 人 

高等学校、専修学校等 1,711 人 

合 計 7,577 人 
 

 
- 277 -



学

校

教

育

課 

 エ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
家庭学習応援金 75,770,000 円 

 

３ 事業成果 

  家庭学習応援金を支給したことにより、緊急事態宣言に基づく学校の臨時休業

措置中の在宅における学習にかかる保護者の負担を軽減することができた。 

 

 
- 278 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 小学校管理費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

96,751,244 円 
（＋18,453,783 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

6,250,000 円 690,000 円 0 円 0 円 0 円 89,811,244 円 

市民一人当たり 

の決算額 

1,397 円  

（一般財源等ベース 1,297 円） 
単位決算額 

24,513 円  

（対象者 3,947 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  円滑かつ効果的な小学校経営を推進するため、市立小学校の適正にして円滑な

管理運営を図る。 
 
２ 事業内容 

  学校長の学校管理計画により、小学校を適正に管理運営を行った。 

 ⑴ 児童数及び各小学校の事業費 

区 分 児童数 事業費 

西枇杷島小学校  533 人 14,126,635 円 

古城小学校 429 人 12,427,762 円 

清洲小学校 996 人 16,299,104 円 

清洲東小学校 427 人 10,559,749 円 

新川小学校 473 人 11,230,573 円 

星の宮小学校 341 人 8,656,352 円 

桃栄小学校 261 人 9,506,160 円 

春日小学校 487 人 13,944,909 円 

合 計 3,947 人 96,751,244 円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 15,968,985 円 

ガス 9,089,440 円 

水道 9,212,179 円 

施設等修繕など 9,379,834 円 

委託料 

電気保安業務など 1,177,000 円 

浄化槽及びガラスなどの清掃業務 2,486,561 円 

消防設備、エレベーター、パソコン

機器及び空調設備などの保守業務 
13,749,137 円 

樹木管理業務及び薬剤散布業務など 8,099,354 円 

原材料費 運動場用砂など 279,580 円 

備品購入費 
児童用机・椅子及びスポットクーラー

など 
10,531,687 円 

 
３ 事業成果 

  小学校を適正に管理運営することにより、円滑かつ効果的な小学校経営を維持

することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 小学校整備費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

535,417,770 円 
（＋510,667,770 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

294,011,000 円 0 円 0 円 72,000,000 円 122,000,000 円 47,406,770 円 

市民一人当たり 

の決算額 

7,733 円  

（一般財源等ベース 685 円） 
単位決算額 

66,927,221 円  

（対象校 8 校） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

児童が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、また学校間の施設及び設備の不均衡を是正するため、必要な工事など

を実施する。 

ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、義務教育段階の児童１人につきタブレッ

ト端末を１台整備するとともに、必要な機器を整備する。 

 

２ 事業内容 

学校施設長寿命化計画に基づき、長寿命化工事を実施するとともに、来年度長

寿命化工事を行う学校の実施設計を行った。その他必要な工事を実施した。 

ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、児童１人に１台のタブレット端末等を整

備した。 

⑴ 施設等改修及び備品購入 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島小学校 
J アラート受信設備設置工事等 6,153,170 円 

学習者用タブレット端末等 40,307,300 円 

古城小学校 
J アラート受信設備設置工事等 1,506,770 円 

学習者用タブレット端末等 32,155,640 円 

清洲小学校 

J アラート受信設備設置工事等 1,450,120 円 

空調設備増設工事 15,378,000 円 

学習者用タブレット端末等 72,565,130 円 

清洲東小学校 

J アラート受信設備設置工事等 2,297,670 円 

校舎長寿命化等改修工事実施設計業務 11,880,000 円 

学習者用タブレット端末等 32,761,410 円 

新川小学校 
J アラート受信設備設置工事等 1,793,870 円 

学習者用タブレット端末等 35,801,370 円 

星の宮小学校 

J アラート受信設備設置工事等 3,609,970 円 

校舎長寿命化等改修工事 176,385,000 円 

学習者用タブレット端末等 25,867,050 円 

桃栄小学校 

J アラート受信設備設置工事等 1,775,170 円 

校舎長寿命化等改修工事実施設計業務 14,190,000 円 

学習者用タブレット端末等 22,288,530 円 

春日小学校 
J アラート受信設備設置工事等 2,407,670 円 

学習者用タブレット端末等 34,843,930 円 
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学

校

教

育

課 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

J アラート受信設備設置工事設計監理

業務、校舎長寿命化等改修工事実施設

計業務、校舎長寿命化等改修工事監理

業務、空調増設工事設計監理業務 

33,628,460 円 

工事請負費 
J アラート受信設備設置工事、校舎長

寿命化等改修工事、空調設備増設工事 
205,198,950 円 

備品購入費 学習者用タブレット端末等 296,590,360 円 

 

３ 事業成果 

  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環

境を確保することができた。 

  学習者用タブレット端末等を整備したことにより、令和３年度からＩＣＴの活

用による学校教育の質の向上につなげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 繰越明許費繰越事業 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

414,061,450 円 

（ ― ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

104,033,000 円 0 円 0 円 89,000,000 円 221,028,450 円 0 円 

市民一人当たり 

の決算額 

5,980 円  

（一般財源等ベース 0 円） 
単位決算額 

51,757,681 円  

（対象校 8 校） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

児童が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、長寿命化工事を実施する。 

ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、校内に高速大容量の通信ネットワークを

整備する。 

 

２ 事業内容 

学校施設長寿命化計画に基づき、長寿命化工事を実施した。 

ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、すべての学校で高速ネットワーク環境を

整備した。 

⑴ 施設等改修 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島小学校 高速ＬＡＮ整備工事 26,273,500 円 

古城小学校 
校舎長寿命化等改修工事 223,630,000 円 

高速ＬＡＮ整備工事 21,234,400 円 

清洲小学校 高速ＬＡＮ整備工事 35,314,400 円 

清洲東小学校 高速ＬＡＮ整備工事 18,824,300 円 

新川小学校 高速ＬＡＮ整備工事 26,092,660 円 

星の宮小学校 高速ＬＡＮ整備工事 19,105,460 円 

桃栄小学校 高速ＬＡＮ整備工事 19,289,600 円 

春日小学校 高速ＬＡＮ整備工事 24,297,130 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

校内高速ＬＡＮ工事実施設計監理業

務、校舎長寿命化等改修工事監理業

務 

11,143,000 円 

工事請負費 
校内高速ＬＡＮ環境整備工事、校舎

長寿命化等改修工事 
402,918,450 円 

 

３ 事業成果 

  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環

境を確保することができた。 

  高速ネットワークを整備したことで、児童１人につきタブレット端末が１台整

備された際の教育環境を確保することができた。 

 
- 282 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校教育振興費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

81,131,288 円 
（＋51,413,232 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

671,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 80,460,288 円 

市民一人当たり 

の決算額 

1,172 円  

（一般財源等ベース 1,162 円） 
単位決算額 

20,555 円  

（対象者 3,947 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  小学校児童の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  授業などで使う各種教材や学校図書を整備し、効果的な授業や学校活動に活用

した。 

⑴ 児童数（再掲）及び各小学校の事業費 

区 分 児童数 事業費 

西枇杷島小学校  533 人 11,487,110 円 

古城小学校 429 人 8,952,091 円 

清洲小学校 996 人 18,297,705 円 

清洲東小学校 427 人 8,803,046 円 

新川小学校 473 人 10,141,269 円 

星の宮小学校 341 人 7,037,004 円 

桃栄小学校 261 人 6,541,214 円 

春日小学校 487 人 9,871,849 円 

合 計 3,947 人 81,131,288 円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

児童図書及び日誌など 25,809,132 円 

教師用指導書等 42,433,757 円 

学校新聞、通知表、賞状、社会科副

読本など 
5,701,526 円 

原材料費 苗、培養土及び肥料など 249,933 円 

備品購入費 教材用品、指導書備品など 2,654,341 円 

負担金、補助及

び交付金 
日本スポーツ振興センターなど 3,673,725 円 

 

３ 事業成果 

  豊かな心を育てるために道徳教育、情操教育、食育、環境教育、福祉教育など

を充実することにより、学校教育の振興を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校入学祝品費（小学校入学卒業記念品費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

10,721,034 円 
（＋632,801 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 10,721,034 円 

市民一人当たり 

の決算額 

155 円  

（一般財源等ベース 155 円） 
単位決算額 

16,293 円  

（対象者 658 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校に入学する児童に対し、入学祝品を贈呈することにより、新入学を

祝福し、もって児童の学習意欲の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

  新入学生に、ランドセル、防犯ブザー及び安全帽子を贈呈した。 

  なお、特別支援学校入学児童には、贈呈品一式分の金額を贈呈した。 

⑴ 対象者及び事業費 

区 分 対象者(実人数) 事業費 

西枇杷島小学校 99 人 1,613,465 円 

古城小学校 75 人 1,222,726 円 

清洲小学校 142 人 2,313,009 円 

清洲東小学校 76 人 1,237,948 円 

新川小学校 76 人 1,237,948 円 

星の宮小学校 55 人 895,884 円 

桃栄小学校 41 人 667,840 円 

春日小学校 94 人 1,532,214 円 

合 計 658 人 10,721,034 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 

ランドセル 9,727,872 円 

防犯ブザー 288,942 円 

安全帽子 704,220 円 

 

３ 事業成果 

  児童の学習意欲が増進し、登下校時の不審者対策や交通安全の意識の高揚につ

なげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校卒業記念品費（小学校入学卒業記念品費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,171,159 円 
（＋83,947 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,171,159 円 

市民一人当たり 

の決算額 

17 円  

（一般財源等ベース 17 円） 
単位決算額 

1,805 円  

（対象者 649 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校を卒業する児童に対し、卒業祝品を贈呈することにより、卒業を祝

福し、もって児童の中学校での学習意欲の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

  卒業生に、中学校での英語学習に活用する英和辞典を贈呈した。 

 ⑴ 対象者及び事業費 

区 分 対象者(実人数) 事業費 

西枇杷島小学校 99 人 178,794 円 

古城小学校 60 人 108,360 円 

清洲小学校 161 人 290,766 円 

清洲東小学校 67 人 121,002 円 

新川小学校 75 人 135,450 円 

星の宮小学校 64 人 115,584 円 

桃栄小学校 44 人 79,464 円 

春日小学校 79 人 141,739 円 

合 計 649 人 1,171,159 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
英和辞典 605,880 円 

証書ホルダー 565,279 円 

 

３ 事業成果 

  児童の中学校進学に対する喜びや学習意欲が増進し、また、卒業する小学校へ

の感謝の心を育むことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校要・準要保護児童援助費（小学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

18,922,889 円 
（＋307,537 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

7,800 円 0 円 0 円 0 円 0 円 18,915,089 円 

市民一人当たり 

の決算額 

273 円  

（一般財源等ベース 273 円） 
単位決算額 

66,396 円  

（対象者 285 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

経済的な理由によって就学が困難な児童の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

 

２ 事業内容 

要保護者及び清須市教育委員会が定めた基準により認定を受けた準要保護者に

対し、援助費を支給した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

 

学校名 

給食費 
学用品

費 

通学用 

品費 

校外活 

動費 

新入学 

用品費 

修学旅 

行費 

野外活 

動費 

西枇杷島小学校 46 人 46 人 39 人 0 人 7 人 8 人 4 人 

古城小学校 26 人 26 人 23 人 0 人 3 人 4 人 5 人 

清洲小学校 54 人 54 人 52 人 0 人 2 人 7 人 12 人 

清洲東小学校 23 人 23 人 20 人 3 人 3 人 7 人 0 人 

新川小学校 48 人 48 人 44 人 0 人 4 人 8 人 8 人 

星の宮小学校 28 人 28 人 26 人 0 人 2 人 3 人 7 人 

桃栄小学校 30 人 30 人 28 人 0 人 2 人 7 人 4 人 

春日小学校 30 人 30 人 27 人 0 人 3 人 7 人 7 人 

合 計 285 人 285 人 259 人 3 人 26 人 51 人 47 人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

小学校要・準要保護児童援助費 18,922,889 円  

 西枇杷島小学校 3,053,058 円  

 古城小学校 1,878,140 円  

 清洲小学校 3,214,147 円  

 清洲東小学校 1,594,740 円  

 新川小学校 3,105,678 円  

 星の宮小学校 1,974,569 円  

 桃栄小学校 1,972,270 円  

 春日小学校 2,130,287 円  

 

３ 事業成果 

  援助を行うことにより、就学困難な児童の保護者の経済的負担を軽減し、義務

教育を均一的に受ける機会を提供でき、教育の振興に寄与できた。 

 
- 286 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校特別支援教育就学奨励費（小学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,039,265 円 
（△364,930 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

517,200 円 0 円 0 円 0 円 0 円 522,065 円 

市民一人当たり 

の決算額 

15 円  

（一般財源等ベース 8 円） 
単位決算額 

30,567 円  

（対象者 34 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

市立小学校の特別支援学級等に通う児童を対象に、保護者が負担する経費の一

部を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

特別支援学級に在籍する児童の保護者に対し、世帯の収入額及び需要額の区分

に応じ、補助金を交付した。 

 ⑴ 対象者 

   援助品目 

 

学校名 

給食費 
学用品 

費 

校外活 

動費 

新入学 

用品費 

修学旅 

行費 

野外活 

動費 

西枇杷島小学校 3人 3 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

古城小学校 4人 4 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

清洲小学校 12 人 12 人 0 人 0 人 1 人 5 人 

清洲東小学校 4人 4 人 1 人 1 人 0 人 0 人 

新川小学校 5人 5 人 0 人 0 人 0 人 3 人 

星の宮小学校 0人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

桃栄小学校 2人 3 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

春日小学校 3人 3 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

合 計 33 人 34 人 1 人 1 人 1 人 9 人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

小学校特別支援学級就学奨励費補助金 1,039,265 円  

 西枇杷島小学校 82,740 円 

 古城小学校 121,680 円 

 清洲小学校 377,904 円 

 清洲東小学校 147,023 円 

 新川小学校 156,610 円 

 星の宮小学校 0 円 

 桃栄小学校 66,660 円 

 春日小学校 86,648 円 

 

３ 事業成果 

特別支援学級等に通う児童の保護者に対し、補助金を交付したことにより、保

護者の経済的負担の軽減を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 中学校管理費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

51,631,210 円 
（＋9,620,182 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

3,250,000 円 485,000 円 0 円 0 円 101,400 円 47,794,810 円 

市民一人当たり 

の決算額 

746 円  

（一般財源等ベース 690 円） 
単位決算額 

28,893 円  

（対象者 1,787 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  円滑かつ効果的な中学校経営を推進するため、市立中学校の適正にして円滑な

管理運営を図る。 

 

２ 事業内容 

  学校長の学校管理計画により、中学校を適正に管理運営を行った。 

 ⑴ 生徒及び事業費 

区 分 生徒数 事業費 

西枇杷島中学校 416 人 11,934,792 円 

清洲中学校 642 人 15,669,733 円 

新川中学校 510 人 13,770,875 円 

春日中学校 219 人 10,255,810 円 

合 計 1,787 人 51,631,210 円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 8,973,140 円 

ガス 4,723,708 円 

水道 2,611,144 円 

施設等修繕など 5,967,809 円 

委託料 

電気保安業務など 935,000 円 

高架水槽及びガラスなどの清掃業務 1,010,207 円 

消防設備、エレベーター、パソコン

機器及び空調設備などの保守業務 
7,559,040 円 

樹木管理業務など 5,407,882 円 

備品購入費 
生徒用机･椅子及びスポットクーラ

ーなど 
4,906,698 円 

 

３ 事業成果 

  中学校を適正に管理運営することにより、円滑かつ効果的な中学校経営を維持

することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 中学校整備費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

176,919,680 円 
（＋95,301,780 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

137,786,000 円 0 円 0 円 0 円 25,000,000 円 14,133,680 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2,555 円  

（一般財源等ベース 204 円） 
単位決算額 

44,229,920 円  

（対象校 4 校） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
生徒が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、また学校間の施設及び設備の不均衡を是正するため、必要な工事など
を実施する。 
ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、義務教育段階の生徒１人につきタブレット

端末を１台整備するとともに、必要な機器を整備する。 
 
２ 事業内容 

  体育館屋根防水改修工事や公共下水道接続工事を実施するとともに、その他必

要な工事を実施した。 

  ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、生徒１人に１台のタブレット端末等を整

備した。 

⑴ 施設改修及び備品購入 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島中学校 
J アラート受信設備設置工事等 863,160 円 

学習者用タブレット端末等 30,661,730 円 

清洲中学校 
J アラート受信設備設置工事等 1,370,260 円 

学習者用タブレット端末等 47,451,910 円 

新川中学校 

J アラート受信設備設置工事等 533,160 円 

体育館屋根防水改修工事 34,100,000 円 

学習者用タブレット端末等 41,165,850 円 

春日中学校 
J アラート受信設備設置工事等 522,060 円 

学習者用タブレット端末等 20,251,550 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

J アラート受信設備設置工事設計監理

業務、体育館屋根防水改修工事設計監

理業務 

4,244,540 円 

工事請負費 
J アラート受信設備設置工事、体育館

屋根防水改修工事 
33,144,100 円 

備品購入費 学習者用タブレット端末等 139,531,040 円 
 
３ 事業成果 

  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環

境を確保することができた。 

学習者用タブレット端末等を整備したことにより、令和３年度からＩＣＴ活用

による学校教育の質の向上につなげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 繰越明許費繰越事業 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

457,678,575 円 

（ ― ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

113,372,000 円 0 円 0 円 64,000,000 円 280,306,575 円 0 円 

市民一人当たり 

の決算額 

6,610 円  

（一般財源等ベース 0 円） 
単位決算額 

114,419,644 円  

（対象校 4 校） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

生徒が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、長寿命化工事等を実施する。 

ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、校内に高速大容量の通信ネットワークを

整備する。 

 

２ 事業内容 

校舎長寿命化工事や公共下水道接続工事を実施した。 

ＧＩＧＡスクール構想の実現のため、すべての学校で高速ネットワーク環境を

整備した。 

⑴ 施設等改修 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島中学校 高速ＬＡＮ整備工事 22,283,800 円 

清洲中学校 高速ＬＡＮ整備工事 25,551,900円 

新川中学校 

校舎長寿命化等改修工事 336,721,000 円 

公共下水道接続工事 27,420,725 円 

高速ＬＡＮ整備工事 28,068,920 円 

春日中学校 高速ＬＡＮ整備工事 17,632,230 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 公共下水道接続に伴う浄化槽清掃 1,151,040 円 

委託料 

校内高速ＬＡＮ工事実施設計監理業

務、校舎長寿命化等改修工事監理業

務、公共下水道接続工事設計監理業務 

14,883,000 円 

工事請負費 

校内高速ＬＡＮ環境整備工事、校舎長

寿命化等改修工事、公共下水道接続工

事 

441,644,535 円 

 

３ 事業成果 

  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環

境を確保することができた。 

  高速ネットワークを整備したことで、生徒１人につきタブレット端末が１台整

備された際の教育環境を確保することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校教育振興費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

14,967,864 円 
（△2,631,911 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

303,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 14,664,864 円 

市民一人当たり 

の決算額 

216 円  

（一般財源等ベース 212 円） 
単位決算額 

8,376 円  

（対象者 1,787 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  中学校生徒の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  授業などで使う各種教材や学校図書を整備し、効果的な授業や学校活動に活用

した。 

⑴ 生徒数（再掲）及び事業費 

区 分 生徒数 事業費 

西枇杷島中学校 416 人 3,295,274 円 

清洲中学校 642 人 5,403,447 円 

新川中学校 510 人 4,498,695 円 

春日中学校 219 人 1,770,448 円 

合 計 1,787 人 14,967,864 円 

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 部活動外部講師謝金など 50,000 円 

需用費 
補助教材など 11,080,758 円 

卒業証書及び学校文集など 597,693 円 

使用料及び賃借

料 

愛日大会及び地区大会バス借上料な

ど 
91,330 円 

備品購入費 教材用品費 1,391,114 円 

負担金、補助及

び交付金 
部活動登録料など 1,709,610 円 

 

３ 事業成果 

  豊かな心を育てるために道徳教育、情操教育、食育、環境教育、福祉教育など

を充実することにより、学校教育の振興を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校卒業記念品費（中学校卒業記念品費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

946,782 円 
（＋12,816 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 946,782 円 

市民一人当たり 

の決算額 

14 円  

（一般財源等ベース 14 円） 
単位決算額 

1,602 円  

（対象者 591 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

中学校を卒業する生徒に対し、卒業祝品を贈呈することにより、卒業を祝福

し、もって母校への感謝の心と地域への愛着心を醸成する。 

 

２ 事業内容 

⑴ 対象者及び事業費 

区 分 対象者 事業費 

西枇杷島中学校 115 人 184,230 円 

清洲中学校 210 人 336,420 円 

新川中学校 179 人 286,758 円 

春日中学校 87 人 139,374 円 

合 計 591 人 946,782 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
はんこ（ケース付き） 432,021 円 

証書ホルダー 514,761 円 

 

３ 事業成果 

慣れ親しんだ地元での学校生活を終え、母校への感謝の心と地域への愛着心を

醸成することができた。   
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校要・準要保護生徒援助費（中学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

18,125,732 円 
（△3,702,637 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

18,200 円 0 円 0 円 0 円 0 円 18,107,532 円 

市民一人当たり 

の決算額 

262 円  

（一般財源等ベース 262 円） 
単位決算額 

105,998 円  

（対象者 171 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

経済的な理由によって就学が困難な生徒の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

 

２ 事業内容 

要保護者及び清須市教育委員会が定めた基準により認定を受けた準要保護者に

対し、援助費を支給した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

 

学校名 

給食費 
学用品

費 

通学用

品費 

校外活

動費 

新入学

用品費 

修学旅

行費 

野外活

動費 

西枇杷島中学校 34人 34人 24人 0人 10 人 9人 12人 

清洲中学校 48人 48人 36人 0人 12 人 15人 14人 

新川中学校 68人 68人 52人 22人 16 人 24人 0人 

春日中学校 21人 21人 14人 5人 7人 6人 0人 

合 計 171 人 171 人 126 人 27 人 45 人 54人 26人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

中学校要・準要保護生徒援助費 18,125,732 円  

 西枇杷島中学校 3,983,053 円  

 清洲中学校 4,875,446 円  

 新川中学校 7,316,205 円  

 春日中学校 1,951,028 円  

 

３ 事業成果 

援助を行うことにより、就学困難な生徒の保護者の経済的負担を軽減し、義務 

教育を均一的に受ける機会を提供でき、教育の振興に寄与できた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校特別支援教育就学奨励費（中学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

686,557 円 
（＋81,412 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

344,800 円 0 円 0 円 0 円 0 円 341,757 円 

市民一人当たり 

の決算額 

10 円  

（一般財源等ベース 5 円） 
単位決算額 

52,812 円  

（対象者 13 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

市立中学校の特別支援学級等に通う生徒を対象に、保護者が負担する経費の一

部を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

特別支援学級に在籍する生徒の保護者に対し、世帯の収入額及び需用額の区分

に応じ、補助金を交付した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

 

学校名 

給食費 
学用品

費 

校外活

動費 

新入学

用品費 

修学旅

行費 

野外活

動費 

西枇杷島中学校 1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 1 人 

清洲中学校 4 人 4 人 3 人 1 人 0 人 0 人 

新川中学校 3 人 3 人 1 人 1 人 1 人 0 人 

春日中学校 5 人 5 人 2 人 3 人 0 人 0 人 

合 計 13 人 13 人 6 人 5 人 1 人 1 人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

中学校特別支援学級就学奨励費補助金 686,557 円  

 西枇杷島中学校 43,275 円  

 清洲中学校 191,299 円  

 新川中学校 168,719 円  

 春日中学校 283,264 円  

 

３ 事業成果 

特別支援学級等に通う生徒の保護者に対し、補助金を交付したことにより、保

護者の経済的負担の軽減を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 04 幼稚園費 目 01 幼稚園管理費 

事 業 名 西枇杷島第１幼稚園費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

7,989,540 円 
（△7,554,868 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

999,000 円 0 円 0 円 0 円 119,111 円 6,871,429 円 

市民一人当たり 

の決算額 

115 円  

（一般財源等ベース 99 円） 
単位決算額 

51,215 円  

（対象者 156 人） 

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

円滑かつ効果的な幼稚園経営を推進するため、幼児の安全な活動の場を確保す

ることにより、教育活動を援助し、教育の向上に寄与することを目的とし、西枇

杷島第１幼稚園の適正にして円滑な管理運営を図る。 

 

２ 事業内容 

⑴ 西枇杷島第１幼稚園管理費 

園長の幼稚園管理計画により、幼稚園を適正に管理運営をした。 

ア 園児数 

５歳児 ４歳児 ３歳児 合 計 

58 人 49 人 49 人 156 人 

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気、ガス、水道及び各種医薬品

など 
1,539,453 円 

役務費 樹木剪定など 547,187 円 

委託料 
非常通報装置保守業務及びダムウ

ェーター保守点検業務など 
669,600 円 

使用料及び賃借

料 
テレビ受信料など 36,190 円 

備品購入費 単機能給湯器及び配膳用ワゴン 119,468 円 

⑵ 西枇杷島第１幼稚園教育振興費 

幼児の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献した。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 安全帽など 731,876 円 

負担金、補助及

び交付金 
日本スポーツ振興センター負担金 45,600 円 

 

３ 事業成果 

円滑かつ効果的な幼稚園経営をすることにより、地域の発展と教育の向上に寄

与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 生涯学習推進費（生涯学習推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,056,842 円 
（△296,279 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

72,000 円 0 円 0 円 0 円 255,600 円 729,242 円 

市民一人当たり 

の決算額 

15 円  

（一般財源等ベース 11 円） 
単位決算額 

901 円  

（延べ参加者数 1,173 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
多様化する市民のニーズに応え、生涯に渡り充実した学習活動を提供すること

で、成果を生活、社会に還元し学ぶよろこびや生きがいを育む。 
  また、行政、地域、学校及び家庭が連携し、子どもたちが有意義に時間を過ご
せるよう努める。 

 
２ 事業内容 
⑴ 土曜子ども教室（１０教室・１２コース、うち２教室は新型コロナウイルス
感染症の影響などにより中止） 
子どもたちが安心して体験・活動ができる場として、サタデーキッズクラブ

を開催した。 
内 容 回 数 延べ参加者 

サタデーキッズクラブ 20 回 358 人 
⑵ 生涯学習講座（２４講座、うち６講座は新型コロナウイルス感染症の影響に 
より中止） 
市民に学びの場を提供するため、各種講座を開催した。 

ア 知識や教養を身につける講座（教養７講座） 
内 容 回 数 延べ参加者 

清須アートラボ 8 回 57 人 

天文教室 7 回 46 人 

スペイン語入門 5 回 63 人 

文芸講座 万葉集の魅力 3 回 65 人 

くらしの英会話 5 回 98 人 

絵手紙の魅力 2 回 26 人 

メディカルアロマを学ぶ 2 回 40 人 

合 計 32 回 395 人 
イ 余暇の時間を楽しむ講座（趣味７講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

実用の書 3 回 26 人 

つまみ細工教室（中止） ― ― 

歌声ひろば（中止） ― ― 

コーヒーを愉しむ 1 回 10 人 

集まれ旅好き！座学旅行 2 回 14 人 

リボンレイで編み込み小物 2 回 31 人 

癒しのハーバリウム 2 回 26 人 

合 計 10 回 107 人 
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生

涯

学

習

課 

ウ 現代社会や環境についての講座（現代的課題１講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

気象学講座 3 回 72 人 

エ 家庭に役立つ技能についての講座（家庭４講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

天文開放 3 回 120 人 

似合うがわかるオシャレ入門 3 回 58 人 

買う前に知りたいスマートフォン

体験講座 
2 回 37 人 

自分の声を好きになるボイストレ

ーニング（中止） 
― ― 

合 計 8 回 215 人 

オ 親子のふれあいを支援する講座（親子５講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

さわやかハイキング♪（中止） ― ― 

英語であそぼ♪（中止） ― ― 

絵本『ぐりとぐら』のカステラ作

り（中止） 
― ― 

和菓子をつくってみよう 1 回 12 人 

親子で挑戦！さぬきうどん 1 回 14 人 

合 計 2 回 26 人 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 各講座の講師謝金 426,000 円 

需用費 

各講座の教材費など 70,107 円 

講師用お茶 12,707 円 

前期・後期の生涯学習講座チラシ

（全戸配布） 
490,028 円 

役務費 通信運搬費 4,000 円 

委託料 
サタデーキッズのエンジョイスイミ

ング実施業務 
54,000 円 

 

３ 事業成果 

  多様化する市民のニーズに応えた各教室などを開催したことにより、仲間づく

り・地域の結びつきを強め、生き生きとした地域づくりに寄与することができ

た。 

  土曜子ども教室（サタデーキッズクラブ）の開催により、郷土文化や社会での

生きる力、経験を育むことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 生涯学習推進計画策定費（生涯学習推進計画費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,892,399 円 

（ 皆 増 ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,892,399 円 

市民一人当たり 

の決算額 

27 円  

（一般財源等ベース 27 円） 
単位決算額  

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  平成３０年度を始期として７年計画で策定した生涯学習推進計画の中間見直し

を行う。 
市民一人ひとりが生涯にわたって文化芸術活動やスポーツ活動などの学習を活

発に行い、学びの循環を通じて市民同士のつながりを深め、また学習の成果を活
かすことで、豊かな清須の地域づくりを実現できるよう、本市における生涯学習
の取組を体系的に整理し、明らかにする。 

 

２ 事業内容 

  本市の各事業部門で行う生涯学習関連事業を総合的に体系化し、生涯学習の推
進及び支援に関する市全体としての理念や方向性、取組などを検討した。 

 ⑴ 生涯学習推進計画策定検討会 

期 日 内 容 出席者 

７月１４日（火） 策定方針及び今後の進め方など 9 人 

９月２９日（火） 推進計画の素案及び検討など 8 人 

１１月２４日（火） 推進計画の草案及び検討など 8 人 

２月２５日（木） 推進計画の最終案及び検討など 10 人 

   ※ ２月のみ書面開催 

ア 生涯学習推進計画書 

    １色刷り（表紙のみカラー）、６２ページ、１２０部作成 

  イ 生涯学習推進計画策定支援業務 

    現状把握・各種基礎データの分析、計画等の策定と内容協議及び成果品作

成業務など 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 検討委員会委員謝金 258,200 円 

需用費 
委員用お茶 2,997 円 

生涯学習推進計画印刷製本費 143,000 円 

役務費 郵送料 3,202 円 

委託料 生涯学習推進計画策定業務 1,485,000 円 

 

３ 事業成果 

  生涯学習推進計画に基づく取組みを総合的かつ計画的に推進し、急激な社会変
化に対応した生涯学習活動への支援をさらに充実させるため、計画の見直しを

行った。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 男女共同参画社会推進費（男女共同参画社会推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

117,618 円 
（△148,158 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 117,618 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2 円  

（一般財源等ベース 2 円） 
単位決算額  

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

男女共同参画社会は、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、

性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会である。

この実現を図るため市では、家庭、地域、職場などあらゆる分野において男女が

互いに理解し、みんなが認め合う 男女共同参画社会をめざしてを基本理念に掲

げ、推進できるように努める。 

 

２ 事業内容 

男女共同参画の考え方を市民に周知するとともに、固定的な性格役割分担意識

の解消を目指すための事業を実施した。 

⑴ 男女共同参画講演会 

  新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止とした。 

⑵ 男女共同参画推進懇話会 

期 日 内 容 参加者 

１０月２日（金） 審議会等の女性登用率など 10 人 

３月１９日（金） 
男女共同参画プラン施策体系図進捗

状況など 
10 人 

  ※ ２回とも書面開催 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 男女共同参画懇話会委員謝金 105,600 円 

役務費 文書郵送料 12,018 円 

 

３ 事業成果 

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向けた啓発

を行うことにより、市民の意識の高揚と男女共同参画社会づくりへの協力の促進

を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 女性の会補助金（男女共同参画社会推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,644,500 円 
（△34,500 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,644,500 円 

市民一人当たり 

の決算額 

24 円  

（一般財源等ベース 24 円） 
単位決算額 

2,674 円  

（会員数 615 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

文化教養を高めるとともに社会奉仕の意識向上を図るため、事業運営に対し

て補助を行う。 

 

２ 事業内容 

  清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、女性の会へ補助金を

交付した。 

⑴ 会員数 

区 分 会員数 

西枇杷島地区 66 人 

清洲地区 222 人 

新川地区 308 人 

春日地区 19 人 

合 計 615 人 

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
女性の会補助金 1,644,500 円 

 ⑶ 女性の会が実施した事業 

ア 女性の文化教養を高めるための事業 

  イ 社会の福祉に貢献する事業に対する協力 

  ウ 各種ボランティア活動 

  エ 結婚相談所の開設 

  オ 健康教室など 

 

３ 事業成果 

文化教養を高めるとともに、社会奉仕の意識向上を積極的に展開する女性の会

の活動を支援、協力することにより、女性の幅広い視野と社会参加の意識を高

め、生涯を通じて生きがいのある心豊かな生活を育むことに寄与することができ

た。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 家庭教育推進費（家庭教育推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,190,112 円 
（△17,117 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,190,112 円 

市民一人当たり 

の決算額 

17 円  

（一般財源等ベース 17 円） 
単位決算額 

 

 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

家庭教育のあり方に検討を加えるとともに、家庭教育を個々の問題として考え

るだけでなく、社会的連帯に基づく地域ぐるみの活動に発展するように努める。 

 

２ 事業内容 

家庭の日の普及と啓発の取組の一環として、子どもの健やかな成長を願い、家

族みんなが顔を合わせ、ふれあいを深めるための事業を実施した。 

⑴ 家庭教育講演会 

  新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止とした。 

⑵ 家庭教育推進事業 

事業の実施について、小学校８校へそれぞれ委託した。 

⑶ 家庭の日事業 

小学校８校へ家庭の日啓発書道作品の提出を依頼し、全児童に啓発資材を配

付した。入選作品については、清洲市民センターで令和３年２月１日から２８

日まで展示をした。 

⑷ 親子ふれあい広場事業 

清須市子育てネットワーカーふゎふゎに委託し、子育て交流の場を設け、若

い親の子育てをサポートした。 

区 分 回 数 延べ参加者 

親子ふれあい広場 6 回 49 組、102 人 

⑸ 地域人材による家庭教育支援事業 

家庭教育が家庭内だけでなく、地域や学校をはじめとする他者とのつながり

の中で、地域人材（家庭教育支援チームＭＯＭＯ）を活用し、ふれあいサロン

（８月・１２月）を開催し、家庭教育の重要性を含めた啓発活動を行った。命

の大切さについて学ぶ中学生と赤ちゃんのふれあい交流会については、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により中止とした。 

⑹ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 家庭教育推進委員謝金 151,800 円 

需用費 家庭の日参加賞など 248,312 円 

委託料 家庭教育推進業務など 790,000 円 

 

３ 事業成果 

学校、家庭、地域との連携による学習活動などに取り組むことで、実践的な子育

てに結びつく家庭教育の充実を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 学校支援地域本部費（家庭教育推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

522,502 円 
（＋21,404 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 522,502 円 

市民一人当たり 

の決算額 

8 円  

（一般財源等ベース 8 円） 
単位決算額 

43,542 円  

（小・中学校 12 校） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

家庭教育のあり方に検討を加えるとともに、家庭教育を個々の問題として考え

るだけでなく、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を自覚し、連携を強化するこ

とにより、社会全体の教育力の向上に努める。 

 

２ 事業内容 

学校、家庭及び地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てるため、各学校

に地域コーディネーターを配置し、ボランティアの養成及び地域ボランティアと

のネットワークにより学校支援活動を行った。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 地域コーディネーター活動謝金 400,400 円 

需用費 ボランティア養成講座消耗品など 36,590 円 

役務費 ボランティア活動保険料など 85,512 円 

 

３ 事業成果 

学校、家庭及び地域が連携して子どもと関わりを持つことにより、子どもたち

にとって多様な体験、経験の機会の増加、コミュニケーション能力の向上を図る

ことができた。 

また、地域住民が自らの知識や経験を生かす場が広がり、地域の教育力を高め

ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 成人式開催費（青少年健全育成費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,285,654 円 
（△220,789 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,285,654 円 

市民一人当たり 

の決算額 

19 円  

（一般財源等ベース 19 円） 
単位決算額 

2,034 円  

（対象者数 632 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  成人の日を記念し、社会人としての自覚を高めるとともに、これからの人生を

自らの力と自主的な判断で歩んでいこうとする新成人を祝い、励ますため、成人

式を開催する。 

 

２ 事業内容 

新成人による実行委員会を立ち上げ、式典の流れや記念品の内容を検討し、当

日は式典の進行を行った。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、式典の内容を縮小するとと

もに、会場を４か所に分散して開催した。 

⒧ 日時 

   令和３年１月９日（土）午前の部 午前１１時から 

              午後の部 午後２時から 

 ⑵ 場所（市内４施設） 

にしび創造センター、清洲市民センター、カルチバ新川及び春日公民館 

⑶ 出席状況 

住民登録者 

（※） 

出席者 
出席率 

 うち市外出席者 

632 人 443 人 12 人 72.0％ 

   ※ 令和２年１１月２０日現在 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
花代及び成人式記念品代など 839,650 円 

案内はがき印刷費 93,555 円 

役務費 
文書郵送料 9,000 円 

横看板書替 95,700 円 

委託料 駐車場及び会場案内業務 86,769 円 

使用料及び賃借

料 

カルチバ会場借上料 108,180 円 

立看板使用料 52,800 円 

 

３ 事業成果 

  新成人の代表を中心とした実行委員会を組織して開催をしたことにより、自立

し、大人の社会の仲間入りする青年の門出にふさわしい式にするとともに、地域

への愛着を一層育み、もって地域の活性化につなげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 青少年団体補助金（青少年健全育成費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

161,200 円 
（±0 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 161,200 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2 円  

（一般財源等ベース 2 円） 
単位決算額 

2,480 円  

（団員数 65 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

地域社会において、青少年の健全育成のために活動するボーイスカウト清須第

１団に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、実社会で先駆的な立場

に立てるように、身体を実際に動かし、形にとらわれない戸外活動を通じて心身

ともに健全な青少年の育成と教育のために活動しているボーイスカウト清須第１

団へ補助金を交付した。 

⑴ 団員 

６５人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及び

交付金 
ボーイスカウト清須第１団補助金 161,200 円 

⑶ ボーイスカウト清須第１団が実施した事業など 

  ア 進級プログラムの実施（月２回程度） 

イ 子ども健全育成活動（２か月に１回程度） 

ウ 庄内川美化活動（９月・２月） 

⑷ 新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止となった協力活動 

  ア 緑の羽根共同募金活動（４月） 

イ 河川環境美化実践活動奉仕（５月） 

ウ 河川環境美化実践活動奉仕（９月） 

エ 赤い羽根共同募金活動（１０月） 

オ 市民体育祭（新川地区）奉仕 

 

３ 事業成果 

心身ともに健全な青少年の育成と教育のために活動しているボーイスカウト清

須第１団の活動を支援、協力することにより、次代を担う青少年の成長を助長

し、社会環境の浄化と明るい地域社会づくりに寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 国際交流協会補助金（国際交流推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

400,000 円 
（±0 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 400,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

6 円  

（一般財源等ベース 6 円） 
単位決算額 

1,550 円  
（会員数 法人 37 団体、個人 221 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

 国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会に対し、補助金を交付す

る。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、清須市国際交流協会へ

補助金を交付した。 

⑴ 会員数 

  ア 法人会員 

    ３７団体 

  イ 個人会員 

   ２２１人 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
国際交流協会補助金 400,000 円 

⑶ 清須市国際交流協会が実施した主な事業 

外国語教室（英会話・スペイン語）、日本語ひろば 

⑷ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、中止となった清須市国際交流協会の 

主な事業 

ア 食文化講座 

  イ 国際理解講座 

 ウ 外国料理教室 

 エ 外国の遊びと日本文化体験 

 オ 協会設立１５周年記念事業 

 

３ 事業成果 

国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会の活動を支援、協力する

ことにより、市民参加による国際交流の進展に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 歴史文化振興費（文化振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

292,415 円 
（＋15,898 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 292,415 円 

市民一人当たり 

の決算額 

4 円  

（一般財源等ベース 4 円） 
単位決算額  

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市内に残る歴史的資源及び伝統文化の記録、保存、活用などに関する事業を行

い、地域の歴史・文化の普及と継承に寄与することにより、地域文化の振興を図

る。 

 

２ 事業内容 

市内の文化財の調査・研究、所蔵資料の管理・保存を行うとともに、歴史資料

展示室で企画展を行うなど文化財を活用し、市の歴史・文化を発信した。 

 ⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 コピー代及び展示用消耗品など 253,695 円 

役務費 郵送料など 4,400 円 

使用料及び賃借料 電算機借上料など 34,320 円 

 

３ 事業成果 

目録の作成や適切な管理・保存を行うことで、清須市が所蔵する文化財を市民

や市民以外に貴重な文化財として歴史・文化を発信することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 文化協会補助金（文化振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,751,000 円 
（△126,000 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 2,751,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

40 円  

（一般財源等ベース 40 円） 
単位決算額 

2,100 円  

（会員数 1,310 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  芸能文化活動を通じて、明るく、楽しく健康で豊かな生活を創造するととも

に、市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会に対し、補助金を交

付する。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、清須市文化協会へ補助

金を交付した。 

⑴ 加入クラブ数 

区 分 クラブ数 

１０人以上 54 クラブ 

１０人未満 34 クラブ 

合 計 88 クラブ 

 ⑵ 会員数 

１，３１０人 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
文化協会補助金 2,751,000 円 

⑷ 清須市文化協会が実施した事業 

   文化協会主催各種部会大会など 

 

３ 事業成果 

清須市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会の活動を支援、協

力することにより、市民が明るく、楽しく健康で豊かな生活を創造することに寄

与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費 

事 業 名 清洲城・朝日遺跡連携推進費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,019,260 円 

（ 皆 増 ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,019,260 円 

市民一人当たり 

の決算額 

15 円  

（一般財源等ベース 15 円） 
単位決算額  

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

あいち朝日遺跡ミュージアムの開館（令和２年１１月）に合わせて、当該施設

と清洲城を一体的に活用し、来場しやすい環境を整えることにより、相互の施設

の魅力の向上を図る。 

 

２ 事業内容 

  あいち朝日遺跡ミュージアムと清洲城を結ぶ遊歩道整備においてシルエットペ

イントと解説板の設置を行った。 

 ⑴ 遊歩道整備 

   ア シルエットペイント作成（デザイン費・シール作成費） 

イ 解説板の設置（デザイン費・設置費） 

 ⑵ 遊歩道名称検討 

新型コロナウイルスの感染症拡大に伴い、名称募集を中止とした。 

 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
シルエットシール・解説板作製業務

など 
1,019,260 円 

 

３ 事業成果 

あいち朝日遺跡ミュージアムの開館に合わせて、当該施設と清洲城との施設間

を小学生でも楽しみながら、分かりやすく歩くことができる遊歩道として整備す

ることにより、本市を代表する両施設の連携を推進し、一体的に活用していくた

めの基盤整備を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 02 公民館費 

事 業 名 清洲市民センター費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

67,330,500 円 
（△12,341,857 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 1,226,350 円 0 円 40,000,000 円 98,812 円 26,005,338 円 

市民一人当たり 

の決算額 

972 円  

（一般財源等ベース 376 円） 
単位決算額 

4,122 円  

（延べ利用者数 16,333 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

生涯学習へのニーズが高まる中、市民の生涯学習、文化、情報の発信の場所、

多くの市民の生きがい施設として、市民の誰もが楽しく気軽に利用できる施設の

管理運営に努める。 

 

２ 事業内容 

  清洲市民センター及び朝日公民館を適切に管理した。 

⑴ 清洲市民センター管理費 

ア 清洲市民センター利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１階 ホール 65 回 2,355 人 

２階 

２０１集会室 103 回 2,406 人 

２０２和室 173 回 1,385 人 

２０３会議室 37 回 219 人 

３階 

３０２視聴覚室 118 回 1,980 人 

３０３会議室 115 回 969 人 

３０４研修室 179 回 1,079 人 

３０５研修室 180 回 1,017 人 

３０６研修室 268 回 1,502 人 

３０７研修室 292 回 3,291 人 

合 計 1,530回 16,203人 

イ 朝日公民館利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１階 
ホール 4 回 50 人 

会議室 0 回 0 人 

２階 
会議室 8 回 80 人 

和室 0 回 0 人 

合 計 12回 130人 

    ※ ５月から３月まで朝日公民館改修工事のため休館 
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生

涯

学

習

課 

  ウ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 2,748,097 円 

ガス 1,757,340 円 

上下水道 362,743 円 

ロビー雨漏り床修繕及び舞台吊

り物マニラロープ交換修繕など 
1,834,690 円 

役務費 電話代、火災保険料など 491,409 円 

委託料 

館内清掃業務など 5,885,442 円 

施設警備業務 247,764 円 

消防設備などの保守業務 3,498,110 円 

市民センター受付管理業務など 2,395,795 円 

樹木等管理業務 407,000 円 

使用料及び賃借料 

土地借上料 511,129 円 

器具使用料 683,059 円 

工事請負費 案内看板撤去工事 594,000 円 

負担金、補助及び

交付金 
愛知県公民館連合会負担金 9,800 円 

⑵ 清洲市民センター整備費 

   清洲市民センターを計画的に整備した。 

  ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

工事請負費 電気設備改修工事など 45,299,100 円 

 

３ 事業成果 

  市民の生涯学習や健康維持、増進、また文化的な市民生活の活性化の場として 

提供することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 02 公民館費 

事 業 名 春日公民館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

189,444,131 円 
（＋40,349,668 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 1,761,905 円 0 円 125,000,000 円 60 円 62,682,166 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2,736 円  

（一般財源等ベース 905 円） 
単位決算額 

10,187 円  

（延べ利用者数 18,597 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
生涯学習へのニーズが高まる中、市民の生涯学習、文化・情報の発信の場所、多く

の市民の生きがい施設として、市民の誰もが楽しく気軽に利用できる施設の管理運営
に努める。 

 
２ 事業内容 

春日公民館を適切に管理した。 
⑴ 春日公民館管理費 
ア 利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１階 
大ホール 53 回 490 人 
練習室 350 回 2,326 人 
楽屋 44 回 26 人 

２階 
大会議室 237 回 4,335 人 
中会議室 167 回 1,102 人 

３階 

教養室 110 回 873 人 
研修室 341 回 3,524 人 
料理教室 80 回 843 人 
実習室 123 回 1,049 人 
視聴覚室 211 回 4,029 人 
合 計 1,716回 18,597人 

  イ 主な支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 3,054,320 円 
ガス 716,734 円 
水道 208,821 円 
非常用自家発電装置蓄電池交換修
繕など 

1,138,874 円 

役務費 電話代、火災保険料など 367,336 円 

委託料 

館内清掃業務 7,918,652 円 
施設警備業務 250,800 円 
消防設備などの保守業務 7,651,600 円 
春日公民館夜間受付管理業務など 1,905,209 円 
樹木剪定業務 181,500 円 

使用料及び賃借
料 

土地借上料 5,705,298 円 
器具使用料 939,860 円 

工事請負費 総合防災盤取換工事など 4,167,350 円 
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生

涯

学

習

課 

⑵ 春日公民館整備費 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

空調改修工事設計業務（第２期） 12,100,000 円 

空調改修工事監理業務（第２期） 6,820,000 円 

空調改修工事（第２期） 135,630,000 円 

 

３ 事業成果 

  市民の生涯学習や健康維持、増進、また文化的な市民生活の活性化の場として

提供することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 文化財保護事業費（文化財保護費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

215,958 円 
（△204,005 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 215,958 円 

市民一人当たり 

の決算額 

3 円  

（一般財源等ベース 3 円） 
単位決算額  

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

文化財を保存し、かつ、その活用を図り、もって市民の文化的向上に資すると

ともに、文化の進歩に貢献する。 

 

２ 事業内容 

市内全域に存在する様々な文化財を保護し、適切な状況で継承、保存した。 

また、文化財講座などを開催した。 

 ⑴ 文化財講座 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、全４回の講座を３回に縮小して実施

した。 

回 数 延べ参加者 

3 回 90 人 

 ⑵ 文化財講演会 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、規模を縮小し会場定員の半数で実施

した。 

回 数 参加者 

1 回 30 人 

⑶ 埋蔵文化財の発掘に係る届出の受理など 

有無照会 発掘届出 発掘通知 発掘調査 確認調査 

2 件 113 件 33 件 7 件 2 件 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 講座・講演会講師謝金 55,000 円 

需用費 収納用コンテナなど 38,000 円 

委託料 検見塚用地除草作業委託業務など 122,958 円 

 

３ 事業成果 

市内全域に存在する様々な文化財を保護し、文化財講座などを開催することに

より、郷土の文化財の素晴らしさを再発見し、地域の歴史や文化に対する理解や

文化財保護の意識を高めることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 指定文化財補助金（文化財保護費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,405,000 円 
（△9,727,000 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 5,405,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

78 円  

（一般財源等ベース 78 円） 
単位決算額 

317,941 円  

（補助件数 17 件） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市が指定をした文化財を対象とし、修理費、管理費及び保存施設の整備費に係

る費用並びに公開に係る費用に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

 ⑴ 指定文化財修理補助 

清須市指定文化財補助金交付要綱の規定により、指定文化財所有者からの申

請に伴い、修理に対する補助金（補助額は事業費の５分の４で、上限が１００

万円。ただし、山車にあっては、６輌で上限１，０００万円）を交付した。 

区 分 補助件数 

有形民俗文化財（山車） 4 件 

⑵ 指定文化財公開補助 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、尾張西枇杷島まつりが中止となった

ため交付実績なし。 

 ⑶ 指定文化財管理補助 

指定文化財の所有者に対し、保存・維持のための補助金（１件につき３万

円）を交付した。 

区 分 補助件数 

有形文化財及び有形民俗文化財（山

車） 
13 件 

⑷ 西枇杷島町山車保存会運営補助 

   指定文化財である山車の適切な管理、運営のため、清須市生涯学習関係団体

補助金交付要綱の規定により西枇杷島町山車保存会に補助金を交付した。 

 ⑸ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

指定文化財修理補助金 4,965,000 円 

指定文化財管理補助金 390,000 円 

西枇杷島町山車保存会運営補助金 50,000 円 

 

３ 事業成果 

修理費及び管理費に係る費用に対し、補助金を交付することにより、指定文化

財を適切な状況で維持することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 西枇杷島問屋記念館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,901,069 円 
（△164,598 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 5,901,069 円 

市民一人当たり 

の決算額 

85 円  

（一般財源等ベース 85 円） 
単位決算額 

7,059 円  

（来館者数 836 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

歴史的建造物、これに関連する資料などの保存及び活用を図り、文化の発展に

寄与するため、市指定文化財の西枇杷島問屋記念館を適切に維持管理する。 

 

２ 事業内容 

西枇杷島問屋記念館を適切に管理し、施設の公開を行った。 

 ⑴ 開館日数 

   ２５３日 

 ⑵ 来館者 

   ８３６人 

⑶ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 192,603 円 

水道 17,685 円 

看板補修、トイレ補修及びその他修

繕など 
336,050 円 

委託料 

トイレ清掃業務 121,145 円 

消防設備などの保守業務 83,663 円 

問屋記念館施設管理業務 1,935,489 円 

緑地樹木管理業務 2,915,000 円 

 

３ 事業成果 

市指定文化財の西枇杷島問屋記念館を適切に維持管理したことにより、市民だ

けではなく、美濃路を訪れた観光客に清須市の文化、伝統を発信することができ

た。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 歴史資料展示室費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,301,019 円 
（△224,548 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,301,019 円 

市民一人当たり 

の決算額 

19 円  

（一般財源等ベース 19 円） 
単位決算額 

223 円  

（延べ入場者数 5,835 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

歴史資料展示室を清須市全体の歴史・文化を紹介できる施設とし、市民だけで

なく、市外の来館者にも清須市の歴史や文化の魅力を発信していく。 

 

２ 事業内容 

⑴ 歴史資料展示室管理費 

歴史資料展示室及び展示資料の適切な保存・管理のため燻蒸を行い、文化財

を保存・展示する施設として適切な環境を維持した。 

ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 調湿剤及び展示ケース蛍光灯など 94,965 円 

委託料 
歴史資料展示室燻蒸業務及び春日

公民館郷土資料燻蒸業務 
599,500 円 

⑵ 歴史資料展示室事業費 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、年３回の企画展を２回に縮小して実

施した。 

ア 企画展 地図写真で見る清須の昔－残された記録から－ 

期 日 延べ入場者数 

６月２日（土）～１０月２５日（日） 3,041 人 

イ 企画展 アナログの世界－懐かしいモノあれこれ－ 

期 日 延べ入場者数 

１１月７日（土）～３月２１日（日） 2,794 人 

ウ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
展示用資材など 38,894 円 

チラシ・ポスター印刷費 57,860 円 

委託料 

企画展（地図写真で見る清須の昔

及びアナログの世界）パネルなど

作成業務 

440,440 円 

 

３ 事業成果 

  歴史資料の劣化を防ぎ貴重な文化財を保存していくことで、展示が可能とな

り、歴史資料展示室の展示によって、清須市の歴史・文化を市民だけでなく、観

光客などにも発信することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

事 業 名 にしびさわやかプラザ費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

18,624,239 円 
（△2,495,125 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,417,752 円 0 円 0 円 690 円 16,205,797 円 

市民一人当たり 

の決算額 

269 円  

（一般財源等ベース 234 円） 
単位決算額 

1,021 円  

（延べ利用者数 18,250 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
勤労者及び市民の福祉の向上並びに市民の健康の保持増進を図るため、にしび

さわやかプラザ（西枇杷島勤労福祉会館及び西枇杷島保健センターの複合施設）
を適切に維持管理する。 

 
２ 事業内容 

にしびさわやかプラザを適切に管理した。 

⑴ にしびさわやかプラザ管理費 
ア 利用状況 

区 分 延べ利用回数 延べ利用者数 

学習室 298 回 2,044 人 

研修室 132 回 2,199 人 

会議室 317 回 2,079 人 

和室 237 回 1,411 人 

多目的ホール 1,155 回 9,830 人 

トレーニング室  687 人 

合 計 2,139 回 18,250 人 

イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 2,075,834 円 

ガス 1,145,829 円 

水道 136,439 円 

防火シャッター修繕、２階多目的

ホール等エアコン洗浄及び吹き抜
けタイル補修など 

1,188,220 円 

委託料 

清掃業務 3,223,317 円 

警備業務 250,800 円 

空調設備等保守点検業務 3,396,580 円 

会館及びトレーニングルームなど
施設管理業務 

4,386,307 円 

使用料及び賃借
料 

コピー機など 572,218 円 

工事請負費 空調修繕工事 1,089,000 円 
 
３ 事業成果 
  にしびさわやかプラザを適切に維持管理することにより、多くの市民の生きが
い施設として活用することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

事 業 名 夢広場はるひ費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

145,811,522 円 
（＋8,478,197 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 20,150 円 0 円 0 円 505,829 円 145,285,543 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2,106 円  

（一般財源等ベース 2,098 円） 
単位決算額 

1,199 円  

（延べ来館者数 121,657人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市立図書館、はるひ美術館及びはるひ夢の森公園を一体とし、子どもから高齢

者まで、誰でも親しむことのできる文化ゾーンとして、施設の効率的、効果的な

管理をする。 

 

２ 事業内容 

⑴ 夢広場はるひ管理費 

指定管理による管理運営を行った。 

ア 指定管理者 

ＴＲＣ・名古屋三越グループ共同事業体 

  イ 利用状況 

区 分 延べ来館者数 

市立図書館 98,279 人 

はるひ美術館 23,378 人 

合 計 121,657 人 

ウ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 郵送料及び建物火災保険料 49,334 円 

委託料 
夢広場はるひ指定管理業務 140,371,000 円 

図書館システム保守業務 1,207,800 円 

使用料及び賃借

料 
図書館システム使用料など 3,418,668 円 

備品購入費 ＡＥＤ２台 616,000 円 

 

３ 事業成果 

指定管理により、民間経営の発想やノウハウを充分に活かし、住民サービスの

向上、行政コストの縮減などが達成できた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

事 業 名 絵画トリエンナーレ開催費（絵画トリエンナーレ費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

7,568,087 円 
（＋7,183,268 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 175,000 円 0 円 5,258,000 円 2,135,087 円 

市民一人当たり 

の決算額 

109 円  

（一般財源等ベース 31 円） 
単位決算額  

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

３年をサイクルとして公募による作品募集、表彰、展覧会を実施する絵画トリ

エンナーレを行うことにより、次代を担う有為な人材を育成するとともに、市民

が優れた絵画にふれる機会を提供する。 

 

２ 事業内容 

２年目となる令和２年度は、公募による作品募集、審査会、実行委員会を行っ 

た。 

⑴ 受付期間  

令和２年１１月２０日（金）～１２月１０日（木） 

⑵ 審査会   

令和３年２月１６日（火）・１７日（水） 

⑶ 実行委員会  

令和３年２月１７日（水） 

⑷ 応募者数  

３７０人 

⑸ 応募点数  

５５４点 

⑹ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 審査員謝金及び審査員旅費など 571,490 円 

需用費 

燃料費 3,818 円 

図録、展覧会ポスター及び展覧会チ

ラシなど印刷費 
759,000 円 

役務費 
郵送料 120,630 円 

広告掲載料 667,700 円 

委託料 審査会補助業務など 5,443,980 円 

 

３ 事業成果 

市民の文化意識の向上及び振興並びに次代を担う有為な人材の育成を図ること

ができた。また、公募展を継続することにより美術家を目指す若手作家を中心に

美術館の知名度や認知度を上げることに寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費 

事 業 名 西枇杷島会館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

10,982,665 円 
（△2,155,299 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,234,495 円 0 円 0 円 0 円 8,748,170 円 

市民一人当たり 

の決算額 

159 円  

（一般財源等ベース 126 円） 
単位決算額 

1,996 円  

（延べ利用者数 5,501 人） 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市民福祉の向上のため、地域文化及び交流の場として、西枇杷島会館を常に良   

好な状態に管理する。 

 

２ 事業内容 

  西枇杷島会館を適切に管理した。 

⑴ 西枇杷島会館管理費 

ア 利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

２階 

ホール 242 回 4,121 人 

会議室Ⅰ 52 回 449 人 

会議室Ⅱ 107 回 798 人 

料理室 14 回 133 人 

合 計 415 回 5,501 人 

イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 1,961,180 円 

ガス 988,708 円 

水道 763,073 円 

空調設備２号機冷温水機修繕及び

冷温水機動力ユニット取替など 
1,327,300 円 

委託料 

館内清掃業務など 1,719,355 円 

施設警備業務 124,080 円 

空調設備などの保守点検業務 2,658,315 円 

西枇杷島会館受付管理業務など 1,028,195 円 

使用料及び賃借

料 
清掃用モップ及びマット 35,640 円 

 

３ 事業成果 

  西枇杷島会館を適切に維持管理することにより、市民福祉の向上や健康増進及

び地域文化の振興を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 体育振興費（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

524,122 円 
（△6,359,707 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 524,122 円 

市民一人当たり 

の決算額 

8 円  

（一般財源等ベース 8 円） 
単位決算額  

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  市民の体力向上と健康増進並びに維持を目的とし、毎日の生活の中に運動を積

極的に取り入れようとする姿勢を養う。 

 

２ 事業内容 

  健康、スポーツに対する関心を高め、生涯スポーツの楽しさを感じる各種スポ

ーツ教室、体育祭及びスポーツ行事を開催する。 

⑴ スポーツ教室（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

  ア 海洋性スポーツ体験教室 

開催日 場 所 参加者 

７月１７日（土） 庄内川  

  イ カヌーツーリング 

開催日 場 所 参加者 

８月２１日（土） 岐阜県川辺町  

⑵ 体育祭（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

  ア にしび体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月４日（日） 西枇杷島小学校  

  イ 春日体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月４日（日） 春日小学校  

ウ 清洲体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月２５日（日） 清洲中学校  

エ 新川体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月２５日（日） 新川中学校  

⑶ 第１５回愛知万博メモリアル駅伝（新型コロナウイルス感染症の影響により

中止） 

開催日 場 所 
参加者 

(監督・コーチ・選手） 

１２月５日（土） 愛・地球博記念公園  

⑷ 市民ソフトボール大会（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

開催日 場 所 参加者 

１１月１日（日） 西枇杷島リバーランド  
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ス

ポ

ー

ツ

課 

⑸ 全国大会等出場者激励 

アマチュアスポーツ競技の全国大会などに選手として出場する者に激励費を

支給した。 

種 別 支給者数 出場種目 

個人 20 人 

硬式野球、軟式野球、ソフトボー

ル、サッカー、バドミントン、水

泳、陸上、ホッケー、スピードスケ

ート、スキー及び空手 

団体 1 団体 軟式野球 

⑹ 小学校水泳指導事業（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

   各小学校の児童を対象に水泳指導を実施する。 

 ⑺ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 全国大会出場者激励 375,000 円 

需用費 消毒薬品など 129,922 円 

 

３ 事業成果 

  市民が毎日の生活の中に運動を積極的に取り入れることができるように準備し

た。 

なお、各種大会などは、新型コロナウイスル感染症の影響により中止となっ

た。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 清須ウオーク費（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

946,220 円 
（△4,240,484 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 946,220 円 

市民一人当たり 

の決算額 

14 円  

（一般財源等ベース 14 円） 
単位決算額 

2,383 円  

（参加者 397 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

清須市の歴史・文化的資源、水辺空間などの自然環境を最大限に活かし、市内

の３河川を結ぶ水辺の散策路を活用したウォーキング大会を実施する。 

 

２ 事業内容 

参加者に清須市の歴史や文化、自然を体感できる清須ウオークを実施した。 

⑴ ２０２０春 清須ウオーク（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

開催日 参加者 

４月４日（土）  

⑵ ２０２０秋 清須ウオーク（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

開催日 参加者 

１１月２８日（土）  

⑶ ２０２１春 清須ウオーク（新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い実

施） 

開催日 参加者 

３月２７日（土） 397 人 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 ２０２１春 清須ウオーク開催業務 946,220 円 

 

３ 事業成果 

市内の地域資源などを活用し、新型コロナウイスル感染症対策を行い、ウオー

クイベントを開催することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 東京２０２０オリンピック・パラリンピック費（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,867,540 円 
（△369,833 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 3,867,540 円 

市民一人当たり 

の決算額 

56 円  

（一般財源等ベース 56 円） 
単位決算額  

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

東京２０２０オリンピック聖火リレーを実施することにより、東京２０２０大

会への機運を高めるとともに、清須市の歴史や文化などの魅力を国内外へ発信す

る。 

 

２ 事業内容 

  東京２０２０オリンピック聖火リレーに向けて、事前準備を行った。 

⑴ 期日   

   令和３年４月５日（月） 

⑵ イベント内容 

清洲城を出発地、新川地域文化広場（カルチバ新川）をゴールとする聖火リ 

レーを実施する。 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 合羽 12,540 円 

負担金、補助及び

交付金 

東京２０２０オリンピック聖火リ

レー愛知県実行委員会負担金 
3,855,000 円 

  

３ 事業成果 

  東京２０２０オリンピック聖火リレーは新型コロナウイルス感染症予防対策も

含めたイベント実施に向けて事前準備を進めることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 体育協会補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,920,200 円 
（△187,200 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 5,920,200 円 

市民一人当たり 

の決算額 

86 円  

（一般財源等ベース 86 円） 
単位決算額 

2,802 円  

（会員 2,113 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

スポーツの普及、振興を図り、スポーツ精神を培い、市民の健康、体力づくり

を推進し、健康で豊かな市民生活の育成を積極的に展開する清須市体育協会に対

し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則の規定により、清須市体育協会及び清須市体育協会に

所属するクラブへ補助金を交付した。 

 ⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
体育協会補助金 5,920,200 円 

⑵ 加入状況 

区 分 会員数 

部会数 26 部会 

一般会員数 1,554 人 

スポーツ少年団員数 559 人 

合 計 26 部会、2,113 人 

⑶ 清須市体育協会が実施した事業 

ア 体育協会主催各部会大会など（新型コロナウイルス感染症の影響により 

１４大会は中止） 

 

３ 事業成果 

健康で豊かな市民生活の育成を積極的に展開する清須市体育協会の活動を支

援、協力することにより、スポーツに参加する市民の増加につながり、心身とも

に健康な生活を送ることに寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 レクリエーション協会補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

364,000 円 
（△70,200 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 364,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

5 円  

（一般財源等ベース 5 円） 
単位決算額 

1,300 円  

（会員 280 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

レクリエーション活動の健全な普及及び発展を図り、健康で豊かな市民生活の 

向上を積極的に展開する清須市レクリエーション協会に対し、補助金を交付す

る。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則の規定により、清須市レクリエーション協会及び清須

市レクリエーション協会に所属するクラブへ補助金を交付した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
レクリエーション協会補助金 364,000 円 

⑵ 加入状況 

区 分 会員数 

部門、クラブ数 6 部門、12 クラブ 

会員数 280 人 

⑶ 清須市レクリエーション協会が実施した事業 

  ア レクリエーションの集い（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

  イ 市民レクリエーション教室など（新型コロナウイルス感染拡大防止対策を 

して実施） 

  ウ ウォーキング大会（新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い実施） 

 

３ 事業成果 

健康で豊かな市民生活の向上を積極的に展開する清須市レクリエーション協会 

の活動を支援、協力することにより、レクリエーションに参加する市民の増加に 

つながり、余暇生活の充実と心身共に健康な生活を送ることに寄与することがで 

きた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブ活動費補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

65,000 円 
（＋28,600 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 65,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

1 円  

（一般財源等ベース 1 円） 
単位決算額 

3,824 円  

（団員 17 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

海事思想の普及や、海洋性スポーツ及びレクリエーションスポーツを通じて、

クラブ員の豊かな人間形成と体力向上を図るため、春日Ｂ＆Ｇ体育館を基盤に活

動するＢ＆Ｇ春日海洋クラブに対し、運営費の一部を補助する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則の規定により、Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブへ補助金を交付

した。 

⑴ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブ活動費補助金 65,000 円 

⑵ 団員数 

１７人 

⑶ Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブが実施した事業 

  ア 海洋性スポーツ（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

イ レクリエーションスポーツ（新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い

実施） 

 

３ 事業成果 

  レクリエーションスポーツを通じて相互親睦を図るＢ＆Ｇ春日海洋クラブの活 

動を支援、協力することにより、豊かな人間形成と体力向上に寄与することがで 

きた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 子ども会活動費補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,415,000 円 
（△1,651,220 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 2,415,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

35 円  

（一般財源等ベース 35 円） 
単位決算額 

778 円  

（会員 3,104 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

地域社会での集団行動を通じて協調性や創造性を養い、一定のルールを実体験

から学びながら、豊かな心を育てるために活動する子ども会に対し、活動費の一

部を補助する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則の規定により、清須市子ども会連絡協議会、西枇杷島

地区子ども会、清洲地区子ども会、新川地区子ども会及び春日地区子ども会へ補

助金を交付した。 

⑴ 補助内容 

  ア 清須市子ども会連絡協議会 

    総会費、研修費及び安全会保険料など 

  イ 各地区子ども会 

    活動費、安全会保険料及び球技大会 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

子ども会運営費補助金 1,575,000 円 

傷害保険費補助金 390,000 円 

総会及び研修費等事業費補助金 450,000 円 

⑶ 会員数 

西枇杷島地区 清洲地区 新川地区 春日地区 合 計 

823 人 1,190 人 893 人 198 人 3,104 人 

⑷ 各地区子ども会の事業 

ア 球技大会（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

  イ 各地区体育祭への参加（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

  ウ 各地区お祭りへの参加など 

 

３ 事業成果 

豊かな心を育てるために活動する子ども会の活動を支援、協力することによ

り、児童の健全育成に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費 

事 業 名 総合型地域スポーツクラブ補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

360,000 円 
（±0 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 360,000 円 

市民一人当たり 

の決算額 

5 円  

（一般財源等ベース 5 円） 
単位決算額 

1,714 円  

（会員 210 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  子どもから高齢者まで誰でもさまざまなスポーツを楽しむことができる総合型

地域スポーツクラブ（きよすスポーツクラブ）の自立支援及びクラブマネジャー
の設置支援をするため補助金の交付を行う。 

 
２ 事業内容 

総合型地域スポーツクラブの自立支援及びクラブマネジャーの設置支援をする

ため補助金を交付した。 

⑴ スポーツ教室の開催（新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い１０月よ
り再開） 

種目数 教室数 延べ参加者数 

14 種目 16 教室 4,166 人 

⑵ 会員数 

小学生以下 中学生 一般（高校生以上６５歳未満） 

12 人 3 人 83 人 

６５歳以上 親子会員 合 計 

56 人 56 人（27 組） 210 人 

⑶ クラブ啓発事業の開催（新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 
 ア スプリングフェスティバル 

開催日 参加者 

２月２１日（日） 中止 

 イ 障がい者スポーツ交流大会 

開催日 参加者 

１月２４日（日） 中止  

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及
び交付金 

きよすスポーツクラブ補助金 360,000 円 

 
３ 事業成果 

  清須市総合型地域スポーツクラブの自立支援及びクラブマネジャーの設置支援
をすることができた。 

  また、新型コロナウイスル感染症対策を行い、スポーツ教室を再開することが

できた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 学校施設開放費（体育施設費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,094,742 円 
（△1,904,804 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 612,930 円 0 円 0 円 0 円 481,812 円 

市民一人当たり 

の決算額 

16 円  

（一般財源等ベース 7 円） 
単位決算額 

230 円  

（利用回数 4,765 回） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

市における社会体育の普及並びに市民の健康の保持増進及び体力の向上を図る

ため、学校教育に支障のない範囲で市立学校の施設を開放する。 

 

２ 事業内容 

学校教育に支障のない範囲で市立学校の施設を開放した。 

⑴ 利用回数 

区 分 

学校施設 
夜間照

明施設 体育館 柔剣道場 グランド 
テニス

コート 

ソフト 

ボール場 

西枇杷島小学校 148 回  225 回    

古城小学校 88 回  193 回    

清洲小学校 132 回  194 回    

清洲東小学校 77 回  157 回   202 回 

新川小学校 258 回  70 回    

星の宮小学校 229 回  131 回    

桃栄小学校 257 回  112 回    

春日小学校 123 回  171 回    

西枇杷島中学校 42 回  6 回    

清洲中学校 31 回  43 回 1,147 回 224 回 112 回 

新川中学校 138 回 96 回 0 回   23 回 

春日中学校 75 回  61 回    

合 計 1,598 回 96 回 1,363 回 1,147 回 224 回 337 回 

※ 上記利用回数については、グランドなど屋外施設は令和２年６月１日よ

り、また、体育館などの屋内施設は令和２年１０月１９日より再開したも

のです。なお、緊急事態宣言が発出した令和３年１月１４日から２月２８

日までの夜間利用は中止にしました。 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 消耗品費、修繕料 466,746 円 

委託料 清洲中学校テニスコート整備業務等 163,900 円 

使用料及び賃借料 清洲中学校駐車場土地借上料 606,443 円 

 

３ 事業成果 

  学校教育に支障のない範囲で市立学校の施設を開放することにより、社会体育 

の普及並びに市民の健康の保持増進及び体力の向上に寄与することができた。 

 
- 330 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 清洲勤労福祉会館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

238,345,388 円 
（＋98,104,061 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 199,561 円 0 円 86,000,000 円 0 円 152,145,827 円 

市民一人当たり 

の決算額 

3,442 円  

（一般財源等ベース 2,197 円） 
単位決算額 

2,381 円  

（延べ利用者 100,119 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 
  子どもから高齢者まで、誰でも楽しめる健康体力づくり及びコミュニケーショ
ン施設として、指定管理者による効率的、効果的な施設の管理運営を行う。 

 
２ 事業内容 
 ⑴ 清洲勤労福祉会館管理費 

指定管理者による管理運営を行った。 
ア 指定管理者 

    ハマダスポーツ企画・ドゥメンテックスグループ 
イ 利用者数 

区 分 延べ利用者 

プール 57,140 人 

ホール・会議室など 42,979 人 

合 計 100,119 人 

ウ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 
火災保険料及び建築基準法第１２
条に基づく定期調査・検査報告業
務 

1,053,089 円 

委託料 施設管理業務 73,810,000 円 

使用料及び賃借
料 

土地借上料 30,951,404 円 

補償、補填及び
賠償金 

新型コロナウィル感染拡症の影響
による損失補償及び臨時休館に伴
う休業補償 

38,128,310 円 

⑵ 清洲勤労福祉会館整備費 
経年劣化していた受水槽の改修工事、エレベーターの改修工事などを行い、

機能維持向上を図った。 
ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 設計及び監理業務 9,075,000 円 

工事請負費 
受水槽改修工事及びエレベーター
改修工事及など 

82,604,500 円 

補償、補填及び
賠償金 

設備等改修に伴う休業補償 1,304,085 円 

 
３ 事業成果 
  指定管理により、民間経営の発想やノウハウを充分に活かし、住民サービスの 

向上、行政コストの縮減などが達成できた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 新川地域文化広場費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

148,103,183 円 
（＋34,941,729 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 59,873 円 0 円 42,000,000 円 0 円 106,043,310 円 

市民一人当たり 

の決算額 

2,139 円  

（一般財源等ベース 1,532 円） 
単位決算額 

2,863 円  

（延べ利用者 51,730 人） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 
  子どもから高齢者まで、誰でも楽しめる健康体力づくり及びコミュニケーショ
ン施設として、指定管理者による効率的、効果的な施設の管理運営を行う。 

 
２ 事業内容 
⑴ 新川地域文化広場管理費 

指定管理者による管理運営を行った。 
  ア 指定管理者 
    （株）スポーツマックス・三幸（株）共同事業体 
  イ スポーツセンター利用者数 

区 分 延べ利用者 

プール 20,374 人 

スタジオ 16,585 人 

アスレチックジム  15,083 人 

合 計 51,730 人 

  ウ 文化ホール利用回数 

区 分 利用回数 

ホール 78 回 

  エ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 火災保険料 33,859 円 

委託料 施設管理業務 57,180,000 円 

使用料及び賃借料 土地借上料 22,875,000 円 

補償、補填及び賠

償金 

新型コロナウィル感染拡症の影

響による損失補償及び臨時休館

に伴う休業補償 

16,339,989 円 

⑵ 新川地域文化広場整備費 

経年劣化していた、ろ過機装置更新工事などを行い、機能維持向上を図った。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 設計及び監理業務 5,170,000 円 

工事請負費 ろ過機装置更新工事等 43,118,900 円 

補償、補填及び

賠償金 
設備等改修に伴う休業補償 3,385,795 円 

 
３ 事業成果 

指定管理により、民間経営の発想やノウハウが活かし、住民サービスの向上、 
行政コストの縮減などが達成できた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 春日Ｂ＆Ｇ体育館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,942,945 円 
（△3,316,960 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,894,435 円 0 円 0 円 100 円 1,048,410 円 

市民一人当たり 

の決算額 

57 円  

（一般財源等ベース 15 円） 
単位決算額 

2,403 円  

（利用回数 1,641 回） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  市民スポーツの普及振興を図り、豊かな市民生活を形成するため、春日Ｂ＆Ｇ

体育館及び多目的運動場を常に良好な状態で管理し、効果的に運用する。 

 

２ 事業内容 

⑴ 春日Ｂ＆Ｇ体育館管理費 

市民や市民団体が実施する学習、研修及びスポーツなどの場所を提供した。 

ア 利用回数 

区 分 利用回数 

アリーナ 883 回 

ミーティングルーム 349 回 

武道場 341 回 

多目的運動場 68 回 

合 計 1,641 回 

イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

蛍光灯及びコピー代など 237,512 円 

ガス 13,453 円 

水道 104,201 円 

トイレ壁面タイル及び武道場アリ

ーナカーテン修繕など 
349,800 円 

委託料 
消防施設保守及び受付管理業務な

ど 
1,824,257 円 

 

３ 事業成果 

春日Ｂ＆Ｇ体育館及び多目的運動場を適切に維持管理することにより、多くの 

市民の生きがい施設として活用することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 屋外社会体育施設費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

51,654,786 円 
（＋46,157,376 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,478,528 円 0 円 0 円 20,797,400 円 28,378,858 円 

市民一人当たり 

の決算額 

746 円  

（一般財源等ベース 410 円） 
単位決算額 

7,143 円  

（利用回数 7,232 回） 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

  市民の体育の向上及び普及のため、屋外社会体育施設を常に良好な状態で管理

し、効果的に運用する。 

 

２ 事業内容 

  各施設を適切に管理し、市民の体力向上と健康保持のための場所を提供した。 

⑴ 西枇杷島野球場管理費 

  ア 利用回数 

    ４２５回（うち６１回は夜間照明施設利用） 

  イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気 914,477 円 

補充土等 121,539 円 

委託料 
内野整地業務及び電気保安管理業

務 
424,436 円 

 ⑵ 春日グランド管理費 

  ア 利用回数 

    ７９１回（うち２３回は夜間照明施設利用） 

  イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気及び水道 889,097 円 

管理棟雨どい取替修繕 257,708 円 

委託料 トイレ清掃、電気保安管理業務等 564,079 円 

工事請負費 管理棟及びトイレ屋根等補修工事 2,860,000 円 

 ⑶ テニスコート管理費 

  ア 利用回数 

西枇杷島 新 川 春 日 合 計 

881 回 3,568 回 542 回 4,991 回 

  イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気 215,611 円 

夜間照明修繕等 198,000 円 

使用料及び賃借

料 

西枇杷島テニスコート駐車場土地

借上料 
562,091 円 
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ス

ポ

ー

ツ

課 

⑶ テニスコート整備費 

経年劣化した新川テニスコートの人工芝生改設工事等を行い、機能維持向 

上を図った。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 設計及び監理業務 4,037,000 円 

工事請負費 人工芝生改設工事等 37,950,000 円 

⑷ 多目的運動場管理費 

 ア 利用回数 

新川多目的広場 新清洲多目的広場 
春日Ｂ＆Ｇ多目

的運動場 
合 計 

 212 回 745 回 68 回 1,025 回 

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

西枇杷島ソフトボール場及び新川

緑地グランドのホームベース等修

繕など 

498,300 円 

委託料 グランド除草業務 213,400 円 

 

３ 事業成果 

  屋外社会体育施設を適切に管理することにより、市民の健康増進と維持を推進

することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 03 給食センター費 

事 業 名 学校給食センター費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

413,603,177 円 
（△69,086,159 円） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 271,777,241 円 141,825,936 円 

市民一人当たり 

の決算額 

5,974 円  

（一般財源等ベース 2,048 円） 
単位決算額 

66,251 円  

（給食調理数 6,243 食） 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所 

１ 事業目的 
  給食を提供し、児童、生徒及び園児の心身の健全な発達に資する。 

また、給食の普及・充実及び学校における食育の推進を図る。 
 

２ 事業内容 
 ⑴ 学校給食センター管理費 
   児童、生徒及び園児に給食を提供するため、学校給食センターを管理する。 

ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気料、ガス料及び上下水道料 42,264,806 円 

修繕料 6,904,936 円 

委託料 保守点検委託料など 15,650,580 円 

 ⑵ 学校給食センター運営費 
   献立内容の充実や使用食材の安全性の確保・衛生管理を行い、児童、生徒及

び園児に給食を提供する。 
  ア 給食調理数（教師及び保育士を含む）（基準日 令和３年３月現在） 

区 分 設置数 調理数 
小学校 8 校 4,175食 
中学校 4 校 1,894食 
幼稚園 1 園 174食 

小 計 12 校・1園 6,243食 

保育園 12 園 1,872食 
合 計 12 校・13 園 8,115食 

イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

薬品、衛生用品及び被服など 10,171,000 円 

二重保温食缶（中学校、幼稚園及び 
保育園更新分） 

6,215,000 円 

ＰＥＮ食器（幼稚園及び保育園更新
分） 

7,453,655 円 

賄材料費（小中学校、幼稚園及び 
学校給食センター） 

272,272,184 円 

委託料 給食配送・回収業務 39,201,800 円 

備品購入費 蒸気回転釜（２台） 4,796,000 円 

 
３ 事業成果 
  学校給食センターを適切に管理・運営することにより、児童、生徒及び園児に
バランスのとれた安全・安心でおいしい給食を提供することができた。 
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